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r産地の研究室か ら /地域ブラ ン ド を育て る ( 7 ) ……… 団 四 日 圏 直方
t l では北海道な どで栽培がみ ら れ る が， い ずれ も 量的 に f

t l 薬草セ ネ ガ | は ご く わ ずかで， 圏内生産の大半 は 山南町産が 占 めて ij | | お り 一一 10 t (栽培面積 7 ha) j
(兵庫県立中央農業技術 日 だ げん 叫 であ る 。 ，.

セ ン タ ー農業試験場園芸部薬草試験地 主 国 憲 一 11 月 頃収穫 さ れた セ ネ ガ根は， 水洗， 天 日 乾燥 さ れ t
た後， 地元の農協， ま た は薬種商の手を経て， 大阪の Tj 薬草栽培の歴史 薬種問屋 に 集 め ら れ さ ら に 製薬会社へ と 販売 さ れ i+ 兵庫県氷上郡山南町は， 古 く か ら丹波オ ウ レ ン の産 る 。 主 と し てl咳止め の シ ロ ッ プ剤 に加工 さ れ， セ ネ ガ Ai 地 と し て知 ら れた と こ ろ であ る 。 同町の西部 に位置す を配合 した薬は， 病院薬や薬局での一般薬 と し て安定 ;; る和田地区は， 加古川 の支流牧山川 の両岸に広 がる緩 し た 需要が あ る 。 圏内生産だ け で は需要 を満た し き れ ;

f やかな傾斜地で， 土壌 に砂礁 を 多量 に含み水 も ち が悪 ず， 不足分 は カ ナ ダや ア メ リ カ 合衆国か ら の輸入 (栽 f
+ いた め， 水田 に適 さ な い土地が大半 を 占 め て い た。 今 培品で は な く ， 野生品 ) に 頼 っ て い る の が現状であ +
4 か ら 150 年前 (江戸天保年間) ， こ の地 に 導入 さ れた オ る 。 -1-

+ i ウ レ ン (生薬名 : 黄連， 利 用 部位 : 根茎， 薬効 : 健; 胃 整腸) は 桑園の間作 と し て栽培が定着 し， 地域 薬草試験地の概要と研究 への取 り 組み i i の重要な換金作物 と な っ た 。 明治末期 山 フ ラ ン 当試験地は 「漢方の里」 を看板 に かか げ る 地元山南 i， + (生薬名 : サ フ ラ ン， 利用部位 : 1雄 し べ， 薬効 : 鎮静 ・ 町の強 い要望 に よ り ， 昭和 60 年に誕生 した 。 加西市 に +日) さ ら 一 …薬 抗問一…一一県鮎即一一一一立帥帥一一中柑吋一一央蛾蝶一農牒関業紺技術一セU……ンけル夕ト一 一部
名 : セ ネ ガ， 利用部位 : 根， 薬効 : 鎮咳 . 去疾) が導 所属 しい， 研究員 1 名， I隅属託職員 l 名だ け の き わ め て小 ;
入 さ れた。 サ フ ラ ン は一時的に栽培面積が急増 し た も 規模な研究機関であ る 。 す ぐ近 く に は町営の薬草， 薬 ;
の の， ま も な く 連作障害の た め に壊滅 し， 長 ら く 隆感 樹公園があ り ， 来訪者 は公園の方 で多種， 多様な薬用 f

. を誇っ た オ ウ レ ン も 近年中国か ら の輸入が増大 し ， 販 植物に接す る こ と がで き る 。 +
品 売価格が大幅に下落 し た た め， 生産量は下降の一途 を 設立当初， 解決 を求め ら れた 重要課題 は， Iセ ネ ガの A
4 た ど っ て い る 。 一方， セ ネ ガ は 当 地の気象， 土壌条件 連作障害の原因究明 と 防止対策」 であ る 。 連作闘場で 1; に適合 し た こ と と ， 先人遠の ひ た 向 き な努力 が み の は生育， 収量の著 し い 低下が 目 立 ち ， 実態調査 の 結 ;; り ， 現在， オ ウ レ ン に代わ る 地域の基幹作物 と な っ て 果， 黒根病 ( Th仰叫m 属菌) が主原因の一つで， i 
f い る 。 根 腐 れ 症 ( Cylindrocladium 属 菌 ) や 立 ち 枯 れ 症 +
+ (Fusarium 属菌) な どの土壌伝染性病害に よ る 被害 も 4; 仰の生産 流… … 酬 を利…止対策 と し て キ ヤ プタ ;

セ ネ ガ は北米大陸を原産 と し， 先住民の セ ネ カ 族が ン ・ チ アベ ン ダ ゾール剤な ど に よ る 種子消毒， ダ ゾ メ ?
? 古来毒蛇 の 咳傷治療 に 用 い て き た 薬 草 と い わ れて い ッ ト 剤 に よ る 土壌消毒， チ オ フ ァ ネ ー ト メ チル剤や ト f
+ る 。 原産地 は比較的冷涼な気候であ る が， 温度 に対す リ フ Jレ ミ ゾーjレ剤に よ る 土壌かん注処理の効果を認め +
+ る 順応性 は広 く ， 暖地で も 栽培がで き る 。 兵庫県以外 た。 し か し， 対象作物が生薬 と し て利用 さ れ る 薬草で 4
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+ + + 兵庫県立中央農業技術セ ン タ ー薬草試験地の全長 セ ネ ガの栽培状況 (6 月 下旬 ，.
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f あ り ， ま た ， 実用化に は農薬登録 と い う ハ ー ド ルがあ f i る た め， 現場では欄的な対応が望 ま れた 。 そ の後 r'"'偽コ織麟鱗繊幽麟蕗れ i ; … る 一切吋叩一一な的叩吋一り惜哨軽酌1
わ帥か〉寸り ， 最髄近は ほ と ん どの農家尉で回醐畑輪糊換が刈取 り 以入れ 絞 盤髄園園臨g翻彊臨麟謬 + 
ら凶山れMて 吋 。 団関車置翻園盟国際翻 i f セ ネ ガ栽培の も う 一つ の課題は， I管理の省力， 軽作 欄翻翻圃圏醗溜臨調圃醸麟 f 

t 業化」 であ る 。 矯種， 除草， 収穫 ・ 調整 な ど に 相当 の f機額欄翻意提稿欄護婦概繍園盤機約 十
; 労力 を 要 し ， いずれ も 手作業が中心で， 特 に 雑草防除 協銀鱗吋川鱗齢器撤ヨ置藤観 ; 
; は， 炎天下で腰 を かがめ て の手抜 き 除草が行わ れて い 議難鎚臨機騒議離錨盤遡置機暴露 i 
; る 。 現在， 重労働か ら の解放を 図 る べ く ， マルチや除 開壌環醸欝鱒懇饗覇関脇欝藤総3 3 船長約わ雪量器密譲事量揖惑翠盟搭漉郵盟罫軍需軍事也盛艶惨事曹輯語彊璽露盟聖誕癌腎轟寵能轄怒張諸島舟 句r
f 草剤 を利用 し た 雑草防除法 を検討 し て い る 。 そ の他セ 料品開削側醐醐欄臓器彪諮問問獄!弘 治磁 f 
+ ネ ガ に 関 し て は， I種子の発芽生理 と 好適貯蔵条件j， 収種後， 水洗い し た セ ネ ガ根 4 + 
.; I播種量， 播種時期 と 生育， 収量j， I施肥体系 の確立j .; 
; な ど， 産地が抱 え て い る 様々 な課題の早期解決 を め ざ 技術の開発が， 私た ち 研究者 に託さ れた今後の課題 と ;
; し た試験研究 に 取 り 組んでい る 。 思われる 。 あ る 生産者が， Iセ ネ ガづ く り は除草が大変 ;
f や け ど， 我々 年寄 り の小遣い稼 ぎ に は ち ょ う ど え え仕 f
+ 今後の展望 事や」 と 言われて い た が， 栽培 を少 し で も 快適 に ， そ +
; 当 地 で 比 オ ウ レ ン や セ ネ ガ な ど既存の薬草以外 山 う け を小遣い銭以上の も の に 山 き た い と 願 ;
j に， 数年前か ら ト ウ キ ， ミ シ マ サ イ コ ， ナ ン テ ン， ヵ っ て い る 。 +
; リ ン な ど の新規薬草， 薬樹 を導入 し， 適応性を検討 し 最近， セ ネ ガの薬理作用 に つ い て新 し い知見があ っ ;
f て い る が， 収益性を含めた総合評価でセ ネ ガ に 匹敵す た。 昨秋聞かれた 生薬分析 シ ン ポ ジ ウ ム での報告に よ f
+ る も の が今の と こ ろ 見当 た ら な い。 し た が っ て， 当面 れば， セ ネ ガ に含 ま れる サ ポニ ン に こ れ ま で知 ら れて +
; は セ ネ ガ中心の産地体制 を維持， 強化 し， そ の安定多 いた鎮l咳， 去疲作用以外に， ア Jレ コ ー峨収抑制 と 糖 ;
; 収 と 省力化に努め る 必要があ る 。 作業従事者の高齢化 吸収抑制作用が認め ら れた と の こ と 。 実用化への道は ;
; が年々 進 み ， 若 い後継者の確保が強 く 望 ま れ て い る 遠いか も し れ な いが， セ ネ ガ栽培に携わ る 者 と し て新 ;
f が， 現実 は な か な か困難な状況であ る 。 薬草づ く り に た な希望 を感 じ る 話題であ る 。 t
+ 中高年や女性のパ ワ ー を積極的に生か し て い け る 栽培 + 
し++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++宇中++争中J
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